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『人権なつのおたのしみ会』開催！

「わくわくクラブ」全体会

小国郷寺子屋

　８月２日（火）に、南小国町・小国町の人権擁護委員が、
人権学習の一環として主に小学生を対象に小国町隣保館
で、毎年夏休みに開催しました。南小国町からは、りん
どう荘子どもデイサービスに通所している小学生など約
20 名が、小国町からは子ども会などの約 20 名の小学生
が参加しました。人権擁護委員による人権紙芝居「いっ
しょにあそぼ」や啓発ビデオ「よーいドン」の鑑賞、人
権クイズゲーム、手品などを通して、楽しみながら人権
について学びました。すべての人にとって大切な人権が
尊重される社会を作るために、人権擁護委員は様々な取
り組みを行っています。人権に関するご相談やお悩みが
ありましたら、お気軽にご相談ください（予約制）。

　夏休みも残りわずかとなった８月 18 日（木）、管
理センターで小国郷寺子屋が行われました。
　小国郷寺子屋とは、小国高校の１・２年生が小国
郷の小中学生の学力向上と、小国高校のＰＲを目的
とした取り組みで今年で７回目となります。
　学習会では、高校生が中学生と同じ目線に立ち学
習指導を行います。中学生もすぐに打ち解け、分か
らないところを聞く様子も見られ、参加した高校生は

「昨年は教えてもらう立場だったが、今年は教える立
場になり、その大変さがわかった」と話していました。

　町教育委員会主催の総合型地域クラブ「き
よらの郷わくわくクラブ」の全体会が８月５
日（金）に開かれ、クラブ参加の児童が工作教
室や川遊びなど夏の１日を楽しみました。　
　午前中は、消臭ジェルを使った涼しげな金
魚鉢のジェルアート作りを楽しみ、高学年児
童が昼食を準備する間、低学年児は宝探し
ゲームで賑わいました。食生活改善推進員が
作ったカレーライスの昼食を全員で食べた後
は、クラブ指導者らが見守る中、役場横での
川遊びやスイカ割りと夏の遊びを満喫してい
ました。

■問い合わせ　社会福祉協議会
　　　　　　　☎（４２）１５０１
　　　　　　　町民課　戸籍住民係
　　　　　　　☎（４２）１１１３
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　８月 20 日（土）、阿蘇瀬の本高原マラソン大
会の前夜祭として、黒川温泉街で川端夜市が行
われ、多くの地元住民や観光客が訪れました。
　旗や電球でライトアップされた通りには、旅
館や商店の出店が立ち並び、いつもとは違った
幻想的な雰囲気に。地蔵堂前の広場では恒例の
こどもじゃんけん大会や、バンド演奏で盛り上
がり、夜の温泉街は遅くまで浴衣を身にまとっ
た宿泊客らで賑わいを見せていました。

第35回 阿蘇瀬の本高原マラソン大会 前夜祭 川端夜市

老
健
で
ぬ
り
え
書
き
す
る
夏
景
色　
　
　
　
　

河
津　

靑
山

夏
の
朝
阿
蘇
大
地
震
真
暗
闇　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

白
龍

登
校
児
犬
に
声
か
け
出
穂
の
道　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

震
災
の
傷
跡
残
る
新
盆
家　
　
　
　
　
　
　
　

日
隈
湯
風
呂

夏
雲
や
父
の
背
中
を
見
て
育
ち　
　
　
　
　
　

上
島　

敬
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

髙
幹

逝
き
し
児
の
顔
の
う
か
び
し
揚
花
火　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

か
な

く
や
梅
雨
が
明
け
し
と
言
う
如
く　
　

北
里　

典
子

コ
ス
モ
ス
に
戯
れ
ゐ
る
や
親
子
猫　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

初
穂
出
て
害
獣
脅
し
に
電
柵
を　
　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

行
水
に
興
じ
る
孫
の
背
な
黒
く　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

　８月 13 日（土）、お盆初日の町内恒例の夏の催
し「ふるさと花火大会」が開催されました。
　商工会青年部主催の「ふるさと夏祭り」のメイ
ンイベントとして実施されていた打ち上げ花火を、
単独のイベントとして平成 21年から開いています。
　志賀瀬川の杉田堤防沿いから数百発の打ち上
げ。すぐ近くのきよら橋の前後の県道を通行止め
にして観覧席に。お盆を迎え多くの帰省客らの姿
もあり、会場周辺ではにぎやかな声が夜空に響い
ていました。

町内のお盆 恒例「ふるさと花火大会」
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季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て　

　

毎
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
今
月
の
広
報
と
一
緒
に
配
布

し
た
「
平
成
28
年
度
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
つ
い
て
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

虚
血
性
心
疾
患
に
つ
い
て

　
「
時
々
激
し
い
胸
の
痛
み
が
あ
る
」

と
い
っ
た
症
状
を
体
験
さ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、「
高
血
圧
や

高
脂
血
症
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
体
調
も

良
い
か
ら
問
題
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ

て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

心
臓
は
１
日
に
約
10
万
回
も
収
縮
・

拡
張
を
繰
り
返
し
、
全
身
に
血
液
を
送

り
出
す
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
収
縮
・
拡
張
す
る
心
臓
の
筋

肉
（
心
筋
）
に
、
酸
素
や
栄
養
を
含
む

血
液
を
送
り
込
ん
で
い
る
の
が
、
心
臓

の
ま
わ
り
を
通
っ
て
い
る
冠
動
脈
と
い

う
血
管
で
す
。
こ
の
冠
動
脈
が
動
脈
硬

化
な
ど
の
原
因
で
狭
く
な
っ
た
り
、
閉

塞
し
た
り
し
て
心
筋
に
血
液
が
行
か
な

く
な
る
こ
と
（
心
筋
虚
血
）
で
起
こ
る

疾
患
を
虚
血
性
心
疾
患
と
い
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
平
成
26
年
度
の
入
院

受
療
率
の
一
位
は
虚
血
性
心
疾
患
で
、

一
件
当
た
り
の
費
用
額
は
１
０
０
万
円

以
上
と
な
り
、
県
内
で
最
も
多
い
費
用

額
で
し
た
。
動
脈
硬
化
が
進
み
、
狭
窄

し
て
い
る
冠
動
脈
を
広
げ
る
手
術
を
行

う
場
合
が
あ
る
た
め
、
一
人
に
か
か
る

治
療
費
が
高
額
に
な
り

ま
す
。

●
原
因

　

虚
血
性
心
疾
患
の
一
番
の
原
因
は
、

動
脈
硬
化
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
危
険
因
子

と
し
て
、
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
喫
煙
、

糖
尿
病
、
肥
満
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら

が
そ
の
ま
ま
虚
血
性
心
疾
患
の
危
険
因

子
に
な
り
ま
す
。

●
分
類

　

虚
血
性
心
疾
患
は
主
に
、
狭
心
症
と

心
筋
梗
塞
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
狭
心
症

　

冠
動
脈
が
動
脈
硬
化
な
ど
で
狭
く
な

る
と
血
流
が
悪
く
な
り
、心
筋
に
必
要
な

血
液
が
不
足
し
、胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。

②
心
筋
梗
塞

　

さ
ら
に
動
脈
硬
化
が
進
み
、
何
か
の

原
因
で
血
管
内
の
プ
ラ
ー
ク（
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
含
ん
だ
塊
）が
破
れ
て
冠
動

脈
の
血
管
内
に
血
栓（
血
の
塊
）が
で
き
、

完
全
に
詰
ま
っ
て
心
筋
に
血
液
が
行
か

な
く
な
っ
た
状
態
で
す
。
症
状
は
胸
の

痛
み
が
30
分
以
上
続
く
こ
と
が
多
く
、

重
症
で
は
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
ま
す
。

●
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
炭
水
化
物
や
た
ん
ぱ
く
質
、
脂
肪
、

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
の
体
重
が
＊
標
準
体
重
よ
り
重

い
方
は
、
標
準
体
重
を
目
標
に
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

＊
標
準
体
重

身
長（
ｍ
）×
身
長（
ｍ
）×
22

・
調
味
料
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
一

日
に
塩
分
８
ｇ
以
下
、糖
分
15
ｇ
以
下
、

油
15
㏄
以
下
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運

動
を
取
り
入
れ
て
み
ま

し
ょ
う
。
狭
心
症
や
心

筋
梗
塞
を
起
こ
し
た
こ

と
が
あ
る
人
は
、
運
動

前
に
医
師
に
相
談
し
た
上
で
、
安
全
な

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
は
血
管
収
縮
作
用
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
要
因
と

し
て
も
挙
げ
ら
れ
る
た
め
、
な
る
べ
く

禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
は
一
日
の
適
正
量
を
守
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
週
に
２
日
は
休
肝
日

を
設
け
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
一
日
の
飲
酒
め
や
す
量

ビ
ー
ル
は
３
５
０
㎖
、日
本
酒
は
１
合
、

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
は
１
杯

・
朝
起
き
た
と
き
は
、
体
内
の
水
分
量

が
減
り
、血
液
も
濃
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
を
飲
ん
で

か
ら
の
活
動
開
始
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
年
に
一
回
は
住
民
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

※
今
月
の
広
報
と
一
緒
に
11
月
の
住
民

健
診
の
ご
案
内
を
配
布
し
て
お
り
ま

す
。
７
、８
月
に
健
診
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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○
地
籍
調
査
員
の
現
地
測
量

　

現
在
、
南
小
国
町
の
尾
三
郎
・
斧
隠

地
区
周
辺
に
お
い
て
、
町
よ
り
委
託
を

受
け
た
専
門
の
測
量
業
者
が
土
地
の
広

さ
や
境
な
ど
の
測
量
を
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
了
承
を
得
て
山
の
中
や
田

畑
、
道
路
な
ど
を
巡
回
測
量
し
て
お
り

ま
す
。

　

地
籍
調
査
の
重
要
な
作
業
と
な
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
起
点
と
な
る
目
印
の
杭
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
抜
か
ず
に
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
不
明
な

点
は
役
場
税
務
課
の
地
籍
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
契
約
書
や
領
収
書
と
印
紙
税

　

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し
た
り
受
け

取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
書
の
中
に
は
、
印
紙
税

が
掛
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

印
紙
税
が
掛
か
る
文
書
は
、金
銭
借

用
証
書
、不
動
産
売
買
契
約
書
、工
事
請

負
契
約
書
な
ど
の
契
約
書
の
ほ
か
、約

束
手
形
、領
収
書
、金
銭
の
受
取
通
帳
な

ど
、20
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

印
紙
税
は
、印
紙
税
の
掛
か
る
文
書

を
作
成
し
た
人
が
、定
め
ら
れ
た
金
額
の

収
入
印
紙
を
そ
の
文
書
に
貼
り
付
け
、こ

れ
に
消
印
を
し
て
納
め
る
税
金
で
す
。

　

文
書
を
作
成
す
る
場
合
は
、
印
紙
税

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
税
務
署
窓
口
に
備

付
け
）
な
ど
を
参
考
に
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
い
た
だ
き
、
印
紙
税
が
掛
か
る

か
ど
う
か
、
税
額
が
い
く
ら
か
な
ど
を

確
認
し
て
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

①
覚
書
、
念
書
、
差
入
証
な
ど
は
、
印

紙
税
法
上
の
契
約
書
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

②
申
込
書
、
注
文
書
、
依
頼
書
な
ど
の

文
書
で
も
印
紙
税
が
掛
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

③
仮
契
約
書
や
予
約
契
約
書
お
よ
び
仮

領
収
書
に
も
印
紙
税
が
掛
か
り
ま
す
。

④
レ
ジ
ス
タ
ー
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る
レ

シ
ー
ト
に
も
印
紙
税
が
掛
か
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
の
手
続
は

お
早
め
に
！

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予

と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
さ
れ
る
保
険

料
額
は
、
全
額
、
四
分
の
三
、
半
額
、

四
分
の
一
の
四
段
階
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
被
保

険
者
に
は
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
後

に
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
平

成
28
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平

成
28
年
７
月
分
か
ら
平
成
29
年
６
月
分

ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
に

つ
い
て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か

ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
の
申
請
方
法

　

役
場
町
民
課
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

へ
申
請
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
が
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
入
手
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
添
付
書
類
】

○
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
（
必
ず
必
要
）

○
退
職
・
失
業
に
よ
り
申
請
を
行
う
場

合
は
、
雇
用
保
険
受
給
者
証
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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９
月
９
日
は
救
急
の
日

　

救
急
の
日
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

救
急
業
務
や
救
急
医
療
の
正
し
い
知
識

と
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
昭
和
５
７
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
も
し
も
の
時
の
為
の
心
肺

蘇
生
法
に
つ
い
て
で
す
。　

①
反
応
（
意
識
）
を
確
認
す
る
。

【
意
識
の
確
認
】

　

肩
を
叩
き
な
が

ら
、
声
掛
け
を
行

う
。

②
反
応
が
無
い
、

ま
た
は
異
変
を
感

じ
た
時
は
助
け
を
呼
び
、
１
１
９
番
通

報
を
し
ま
す
。
近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
あ
れ

ば
周
り
の
人
に
持
っ
て
き
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

③
呼
吸
の
確
認
を
す
る
。

【
呼
吸
の
確
認
】

　

胸
と
お
腹
の
動
き
を
見
て
普
段
ど
お

り
の
呼
吸
を
し
て
い
る
か
確
認
す
る
。

④
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を

す
る
。

【
胸
骨
圧
迫
】

　

胸
の
真
ん
中
を
成
人
は
５
セ
ン
チ
以

上
、
小
児
は
胸
の
厚
さ
の
３
分
の
１
の

深
さ
で
押
す
。
回
数
は
共
に
１
分
間
に

１
０
０
回
以
上
の
リ
ズ
ム
で
押
す
。

　

応
急
手
当
講
習
の
お
問
い
合
わ
せ

や
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

北
部
分
署
ま
で
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

相談窓口（電話） 相談内容 電話番号

警察安全相談室 警察に対する各種相談 ＃ 9110（プッシュ回線）
096-383-9110

熊本県警ＨＰ
｢けんけいメールボックス｣

警察に対する電子メール
での各種相談

熊本県警ＨＰのメール
用フォームから送信

振り込め詐欺相談
ホットライン 振り込め詐欺の相談 096-381-2567

　  （ｻｰﾋﾄｺｷｭｳﾌﾘｺﾑﾅ）

肥後っ子テレホン
少年に関する悩み事など
の相談

（肥後っ子サポートセンター）

096-384-4976
　  （ｻｰﾊﾖｰﾖｸﾅﾛｳ）
0120-02-4976
　　（ｵｰﾆｯｺﾘﾖｸﾅﾛｳ）

犯罪被害者支援室 犯罪被害者支援に関する相談 096-381-0110

レディース 110 番 性犯罪被害者の悩み・相
談

0120-8343-81
　　（ﾔｻｼｻ ﾊｲ）
096-384-1254（携帯電話の方）

暴力追放相談電話 暴力団が関係する事件・ト
ラブルに関する相談 096-384-0110

拳銃、覚醒剤相談電話 拳銃・覚醒剤に関する情報・相談 096-384-4444

極左 110 番 極 左暴力集団（ 過 激 派 ）
に関する情報・相談 096-384-8110

運転免許・運転免許試
験関係案内

免許関係手続、講習、試
験の案内等

096-233-0110（免許課）
096-233-0116（試験課）

交通情報案内 交通障害・交通渋滞情報
案内

050-3369-6643
（日本道路交通情報センター）

　
９
月
11
日
は

　
　「
警
察
相
談
の
日
」
で
す

※
緊
急
の
事
件
・
事
故
は
『
１
１
０
番
』
へ

警
察
で
は
、
事
件
・
事
故
に

関
す
る
相
談
、
そ
の
他
皆
さ

ん
の
安
全
な
生
活
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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熊
本
県
教
育
委
員
会
で
は
、

第
二
期
く
ま
も
と
「
夢
へ
の
架

け
橋
」
教
育
プ
ラ
ン
で
「
郷
土

に
誇
り
を
持
ち
、
夢
の
実
現
を

目
指
す
熊
本
の
人
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
し
て
本
県
教
育
を

推
進
し
ま
す
。
と
述
べ
て
い
ま

す
。
南
小
国
町
で
も
「
郷
土
を

愛
す
る
子
ど
も
」
を
目
指
す
子

ど
も
像
の
一
つ
掲
げ
、
い
ろ
い

ろ
な
教
育
活
動
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

　

８
月
５
日（
金
）に
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
の
全
体
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
３
小
学
校
か
ら
29
名
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し

た
。
開
会
行
事
で
北
里
紘
一
運

営
委
員
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。「
小
さ
い
時
、

自
然
体
験
な
ど
を
し
た
子
ど
も

た
ち
が
将
来
社
会
に
役
立
つ
人

に
な
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

今
日
は
、
川
遊
び
な
ど
の
活
動

が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し

く
事
故
が
な
い
よ
う
に
活
動
し

て
下
さ
い
。」

　

最
初
に
ジ
ェ
ル
ア
ー
ト
作
り

を
し
ま
し
た
。
私
も
初
め
て
の

体
験
な
の
で
興
味
深
く
子
ど
も

と
一
緒
に
ジ
ェ
ル
ア
ー
ト
作
り

を
し
ま
し
た
。
説
明
す
る
の
が

難
し
い
の
で
写
真
を
見
て
想
像

し
て
下
さ
い
。

　

次
の
活
動
は
、
低
学
年
と
高

学
年
に
分
か
れ
て
活
動
し
ま

し
た
。
高
学
年
は
、
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
と
サ
ラ
ダ
作
り
を
し
ま

し
た
。

　

低
学
年
は
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム

を
し
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
が
入
っ

た
箱
を
探
し
班
ご
と
に
ク
イ

ズ
に
応
え
る
と
い
う
ゲ
ー
ム

で
す
。
問
題
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

○
南
小
国
の
鳥
は
な
ん
で
し
ょ

う
。（
ウ
グ
イ
ス
）

○
南
小
国
の
花
は
、
な
ん
で

し
ょ
う
。（
り
ん
ど
う
）

○
南
小
国
の
町
長
さ
ん
は
、
だ

れ
で
し
ょ
う
。（
髙
橋
周
二
）

　

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り
は
、
食

生
活
改
善
推
進
委
員
の
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。（
上

島
キ
ミ
子
委
員
長
）
み
ん
な
で

食
べ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
サ
ラ

ダ
は
、と
っ
て
も
美
味
し
い
か
っ

た
で
す
。
特
に
い
つ
も
一
人
で

食
べ
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
う

れ
し
い
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

　

昼
か
ら
役
場
裏
の
志
津
川

で
川
遊
び
を
し
ま
し
た
。
最
初

は
、
慣
れ
な
い
川
遊
び
に
静

か
な
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、

時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
、
水

掛
を
し
た
り
、
カ
ニ
を
探
し
た

り
、
流
れ
に
の
っ
て
泳
い
だ
り

活
発
に
遊
ぶ
姿
が
数
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
ス
イ
カ
割
り
を
し
ま

し
た
。
二
つ
の
ス
イ
カ
に
向

か
っ
て
一
人
ず
つ
挑
戦
し
ま
し

た
が
、な
か
な
か
割
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
み
ん
な
で
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

閉
会
行
事
で
中
原
小
学
校
の

毛
利
映
斗
君
と
り
ん
ど
う
ヶ
小

学
校
の
小
川
凱
矢
君
が
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。
二
人
と
も
「
川

遊
び
が
１
番
楽
し
い
か
っ
た
で

す
。」
と
大
き
な
声
で
発
表
し

ま
し
た
。

　

自
然
に
触
れ
、
優
し
い
大
人

の
人
た
ち
に
触
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
、
き
っ
と
自
分
た
ち
が
生

ま
れ
育
っ
て
い
る
こ
の
南
小
国

の
こ
と
が
好
き
に
な
っ
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ

る
さ
と
を
誇
り
に
思
う
子
ど
も

た
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
強
く

願
っ
た
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
全
体

会
で
し
た
。

　

広
報
誌
「
き
よ
ら
９
月
号
」

が
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
こ

ろ
は
、
少
し
は
し
の
ぎ
や
す
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

149

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
南
小
国
町
に
誇
り
を
持
ち
夢
を
持
つ
子
ど
も
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

班ごとにジェルアート作り

おいしくカレーライス・サラダを川遊び、楽しいなあ

7
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

３
階
病
棟
師
長
就
任
と
熊
本
地
震

小
国
公
立
病
院
３
階
病
棟
師
長　

穴
井　

秀
代

　

平
成
28
年
４

月
１
日
よ
り
３

階
病
棟
師
長
に

就
任
致
し
ま
し

た
穴
井
秀
代
と

申
し
ま
す
。

　

病
棟
に
就
任
後
間
も
な
く
４
月
14

日
・
16
日
の
熊
本
地
震
か
ら
５
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
小
国
公
立
病
院
は
入
院

患
者
様
の
ケ
ガ
も
な
く
、
甚
大
な
被
害

が
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
震

直
後
に
ス
タ
ッ
フ
が
病
院
に
駆
け
つ

け
、
病
棟
の
入
院
患
者
様
全
員
が
無
事

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
医
師
の
指
示

の
も
と
搬
送
さ
れ
た
患
者
様
の
対
応
を

脱
中
で
行
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
（
イ
ン
フ
ラ
）
が
寸
断
さ
れ

な
か
っ
た
事
で
普
段
と
変
わ
ら
な
い
看

護
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
長
引
く
余
震
の
状
況
下
、
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
時
の
看

護
師
の
役
割
を
ど
う
果
た
せ
ば
い
い
の

か
反
省
す
る
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
大
事
な
役
割
を
担
う
た
め
に
常
に

冷
静
沈
着
に
対
応
す
る
、
患
者
様
の
安

全
確
保
、
患
者
様
を
安
心
さ
せ
心
の
支

え
に
な
る
こ
と
な
ど
、
改
善
点
が
上
が

り
、
今
後
も
よ
り
よ
い
看
護
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
現
在
、
高
齢
化
が
深
刻
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
高
齢
化
が
深

刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
高
齢
者

の
い
る
世
帯
は
全
世
帯
の
47
％
で
あ

り
、「
単
独
世
帯
」
お
よ
び
「
夫
婦
の

み
の
世
帯
」
が
56
％
と
過
半
数
を
超

え
、
子
供
と
の
同
居
率
が
１
９
８
０
年

の
69
％
か
ら
41
％
と
大
幅
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
要
介
護
者
認
定
数
は
約

２
０
０
万
人
増
加
し
、
介
護
者
が
60
歳

以
上
い
わ
ゆ
る
「
老
老
介
護
」
も
約

70
％
存
在
し
ま
す
。
小
国
町
の
高
齢
化

率
は
平
成
27
年
度
で
37
％
と
全
国
の
高

齢
化
率
の
26
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
お

り
、
小
国
郷
の
高
齢
化
は
日
本
平
均
の

は
る
か
先
を
走
っ
て
い
ま
す
。
小
国
公

立
病
院
に
入
院
さ
れ
る
高
齢
の
患
者
様

の
中
に
は
、
独
居
の
人
や
、
体
力
・
Ａ

Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
の
低
下
・
精

神
面
の
変
化
な
ど
で
在
宅
へ
の
復
帰
が

困
難
な
患
者
様
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

現
在
の
医
療
は
、
医
師
を
は
じ
め
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
医
療
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
小
国
公
立
病
院

で
も
各
専
門
分
野
の
ス
タ
ッ
フ
の
意
見

を
反
映
し
、
治
療
や
看
護
ケ
ア
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
介
護
レ
ル
ご
家
族
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
、

看
護
師
と
し
て
の
自
覚
を
高
く
持
ち
、

そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

福
祉
避
難
所
備
品
の
ご
寄
付

　

お
ぐ
に
老
人
保
健
施
設

施
設
長　

坂
本　

英
世

事
務
局
長　

穴
井　

淳
二

　

お
ぐ
に
老

人
保
健
施
設

は
、
小
国
町

が
指
定
す
る

福
祉
避
難
所

と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

福
祉
避
難

所
と
は
、
災
害
発
生
時
に
高
齢
者
・
障

害
者
・
妊
産
婦
な
ど
特
別
な
配
慮
を
必

要
と
す
み
皆
さ
ん
を
、
町
の
依
頼
に
よ

り
受
け
入
れ
る
避
難
所
で
す
。
今
回
の

熊
本
地
震
の
時
、
お
ぐ
に
老
人
保
健
施

設
で
は
、
通
常
の
避
難
所
で
生
活
が
困

難
な
人
、
約
48
人
の
受
け
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
小
国
町
よ
り
福
祉
避
難
所

備
品
と
し
て
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ベ
ッ

ド
２
台
と
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
１

台
を
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
福

祉
避
難
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
に
は
、
有
効
に
使
わ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森
林
を
お
持
ち
の
皆
様

に
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す

　

熊
本
県
で
は
、
県
内
の
豊
か

な
森
林
資
源
を
最
大
限
に
利
活

用
し
た
、
林
業
の
成
長
産
業
化

の
実
現
に
向
け
、
木
材
を
低
コ

ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
森
林

の
面
的
ま
と
ま
り
を
確
保
す
る

「
森
林
の
集
約
化
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
組
で
は
、
県
が
、
自

ら
森
林
を
経
営
・
管
理
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
所

有
権
の
移
転
を
行
う
た
め
の

「
あ
っ
せ
ん
」
の
支
援
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

県
庁
森
林
整
備
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
４
１
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よ
く
頑
張
っ
た
ね　
吹
奏
楽
部

　

吹
奏
楽
部
は
、少
な
い
部
員
数
で
す
が
、

日
々
の
練
習
を
よ
く
頑
張
り
７
月
30
日
に

開
催
さ
れ
た
熊
本
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
全
員
が
集
中
し
て

今
田
先
生
の
指
揮
に
合

わ
せ
演
奏
し
て
い
ま
し

た
。
結
果
は
、
昨
年
度

よ
り
一
つ
上
の
銀
賞
で
し

た
。
お
め
で
と
う
！

　

ま
た
、
８
月
11
日
う

ま
か
な
・
よ
か
な
ス

タ
ジ
ア
ム
で
、
第
43

回
く
ま
も
と
マ
ー
チ

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
吹
奏
楽
部
は
、

阿
蘇
合
同
チ
ー
ム
と

し
て
参
加
し
ま
し

た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
向
け
て
、
暑
い
中
で
合
同
練
習
を

重
ね
、
本
番
で
は
迫
力
あ
る
演
奏
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
２
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
補
充
学
習
会
の
開
催

　

短
い
夏
休
み
で
し
た
が
、８
月
２
日
か

ら
３
日
間
、さ
ら
に
、８
月
17
日
か
ら
３
日

間
、夏
休
み
の
課
題
を
、生
徒
全
員
が
参

加
し
て
、管
理
セ
ン

タ
ー
を
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
、涼
し
い

環
境
の
中
で
集
中

し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、８
月
18
日
の

午
後
は
、小
国
高
校

と
の
中
高
連
携
事

業
の
一
環
で
「
小
国

高
校
寺
子
屋
」を

開
催
し
、高
校
生
に

な
っ
た
先
輩
た
ち

が
、後
輩
の
中
学
生

に
熱
心
に
宿
題
の
課
題
を
指
導
す
る
姿
が

あ
り
ま
し
た
。本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
２
ス
テ
ー
ジ
は
、
共
通
テ
ス
ト
第
１

回
目
が
あ
り
ま
す
。
進
路
決
定
に
向
け
て

の
大
切
な
テ
ス
ト
で
す
。
日
々
の
学
習
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

掃　

除　

実　

習

　

８
月
４
日（
木
）、

掃
除
実
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
前
半

は
校
内
を
担
当
ご

と
に
掃
除
し
、
後

半
は
各
ク
ラ
ス
に

分
か
れ
外
を
掃
除

し
ま
し
た
。
普
段

手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
し
っ
か
り
と

掃
除
し
、
窓
拭
き
や
タ
イ
ル
磨
き
な
ど

に
時
間
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

外
の
掃
除
で
は
、
道
路
を
掃
い
た
り
、
校

庭
の
草
む
し
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
差
し
が
強
く
帽
子
を
が
ぶ
っ
た
り
、

こ
ま
め
に
水
分
を
取
っ
た
り
と
、
熱
中
症

対
策
を
し
な
が
ら
の
掃
除
と
な
り
ま
し

た
。
日
ご
ろ
の
掃
除
も
真
面
目
に
取
り
組

ん
で
は
い
ま
す
が
、
今
回
の
実
習
で
す
み

ず
み
ま
で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

小
国
郷
内
中
学
校
体
験
入
学

　

８
月
５
日（
金
）、
中
学
生
の
体
験
入
学

が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
に
体
育
館
に
集
ま

り
、
情
報
処
理
部
が
作
成
し
た
学
校
紹

介
の
動
画
を
見
て
も
ら
い
、そ
の
後
、国
語・

英
語
・
数
学
・
社
会
・
理
科
の
各
教
科
に

分
か
れ
て
高
校
で
の
模
擬
授
業
に
参
加
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

最
初
は
硬
い
表
情
で
し
た
が
、
授
業
が
進

ん
で
い
く
う

ち
に
緊
張
が

ほ
ぐ
れ
、
授

業
を
楽
し
ん

で
い
る
様
子

で
し
た
。

　

授
業
後
体

育
館
に
て
、

高
校
生
か
ら
、

「
私
の
小
国
高

校
生
活
」
の
発
表
が
あ
り
、
中
学
生
た
ち

は
先
輩
た
ち
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
、
自
由
参
加
で
生
徒
会
企
画

の
小
国
高
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
、

談
話
ホ
ー
ル
や
図
書
室
、視
聴
覚
室
な
ど
、

９
箇
所
を
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
回
り
、

校
内
の
様
子
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
中

学
生
に
と
っ
て
高
校
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
、
少
し
で

も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

9
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地域おこし協力隊 徒然日誌 第六弾

７月３０日（土）、管理センターにて「石けんづくり」のワークショップを行いました。

なぜ「石けん」かと言うと、石けんは川に流れた際に石けん水は水と二酸化炭素に分
解され、石けんカスは微生物のエサになるなど、環境への負担が少ないとされています。

南小国町には水環境が本当に豊かであることから、その環境を知る・守ることに繋が
ればと思い、開催する運びとなりました。今後も開催していく予定なので、興味のある方
はご連絡ください♪ まちづくり課（４２－１１１２） 山崎

８月８日（月）空き家バンク登録に向け、２件の空き家を宅建協会員の不動産屋さんと一
緒に見て参りました。空き家所有者の方にはお宅の様子を見ながら昔話を伺いつつ、「空
き家に新しい人が入って、町が活気づけば」とお話を頂きました。

今後も引き続き空き家に関する活動を行っていきますので、空き家に関するお話やご相
談があれば、ぜひ一度お知らせください！ まちづくり課（４２－１１１２） 山崎・宅野

７月２８日（木）、地域おこし協力隊の二人で鯉を捌かせていただき、鯉料理を堪能させ
ていただきました！

実は移住する前に「郷土料理として鯉を食べている」という情報を聞いており、いつか食
べたいと思っていました。『鯉は泥臭い』なんて耳にしていましたが、南小国のきれいな水
で泥抜きしたからか臭みもなく、鶏肉に近い食感と味で、とてもおいしくいただきました♪

また、偶然蜂の子もいただくことになり、生まれて初めて食べる鯉に蜂の子に興奮を隠
せませんでした。南小国にはまだまだここにしかないグルメが隠されていると思うので、
「ここに来たら○○食べさせちゃる」というご連絡、お待ちしています！！ 山崎・関口

広報きよら 2016.9
10



お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

『
全
国
一
斉
！　

法
務
局
休

日
相
談
所
』
等
の
ご
案
内

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
（
相
続
・

遺
言
、
不
動
産
登
記
、
戸
籍
、

供
託
、
人
権
に
関
す
る
事
項
な

ど
）
に
法
務
局
職
員
、
公
証
人

（
左
記
会
場
①
の
熊
本
市
会
場

の
み
）、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
お
よ
び
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

予
約
な
し
で
も
相
談
で
き
ま

す
が
、
予
約
優
先
制
で
す
の
で
、

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、熊
本
市
会
場
で
は
、「
相

続
登
記
に
関
す
る
無
料
講
座
」

と
「
相
続
登
記
を
放
置
し
た
場

合
に
生
ず
る
問
題
に
つ
い
て
」

を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。
こ
ち

ら
は
予
約
不
要
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時

10
月
２
日（
日
）10
時
～
15
時

※
大
分
県
竹
田
市
会
場
は
16
時
ま
で

■
会
場
・
予
約
電
話
番
号

①
熊
本
市
会
場

熊
本
市
中
央
区
大
江
三
丁
目
１

番
53
号　

熊
本
第
２
合
同
庁
舎

熊
本
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
６

（
熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課
）

②
人
吉
会
場

人
吉
市
寺
町
２
番
地
２
人
吉
法

務
総
合
庁
舎

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局
２

階
会
議
室

☎
０
９
６
６（
２
２
）３
３
９
３

（
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局
総
務
係
）

③
大
分
県
竹
田
市
会
場

竹
田
市
大
字
会
々
１
５
２
５
番
地
８

大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局
会
議
室

☎
０
９
７
４（
６
２
）２
３
１
５

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
６

定

期

法

律

相

談

　

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
坂
本

仁
郎
さ
ん
に
よ
る
法
律
相
談
で

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時

９
月
29
日（
木
）午
後
１
時
30
分

■
場
所　

役
場　

議
長
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

無
料
登
記
相
談
所
開
設
に
つ

い
て
（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料

の
登
記
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
土
地
・
建
物
な
ど

の
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の

登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
20
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所

阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

☎
０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

平
成
29
年
度
菊
池
郡
市
医
師
会
立

看
護
高
等
専
修
学
校
生
徒
募
集

■
募
集
人
数　

40
人

■
課
程
・
学
科

医
療
高
等
課
程
・
准
看
護
科

■
修
業
年
限　

２
年（
昼
）

■
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
以
上
の
人
（
本
年

度
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

■
受
験
料　

１
万
円

■
願
書
受
付
期
間

10
月
３
日（
月
）午
前
９
時
～

10
月
26
日（
水
）午
後
５
時
必
着

■
入
学
試
験

①
期
日
：
11
月
９
日（
水
）

午
前
：
学
科
試
験
／
午
後
：
面
接

②
場
所
：
本
校

③
試
験
科
目
：
１
国
語
２
社
会

３
数
学
or 

英
語（
選
択
）４
面
接

■
合
格
発
表

11
月
14
日（
月
）午
前
10
時

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

梶
原　

孝
一　
様　

高
花

石
橋　

一
美　
様　

米
山

北
里
真
理
子　
様　

下
杉
田

　

ま
た
、一
般
寄
附
と
し
て
、
次
の
方

よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

佐
伯
登
美
子　
様　

新
町
２

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

　いざという時に役立つ防災気象情報の提供をコンセプトに、平
成 12年 12 月から放送を開始し、現在まで継続してきました。こ
の 15年間の通信環境の劇的な変化により、代替となりうるメディ
アやサービスも広く認知されてきたことから、本放送も一定の役
割を終了したと考え、終了することとしました。

ＢＳデータ放送「ウェザーニュース」
放送終了

■放送終了予定日

　９月 30日（金）
■問い合わせ
株式会社ウェザーニュース
ＢＳデータ放送担当
☎０４３（２７４）５５２５
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南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

山
原　
　

望  

様  

和
歌
山
県
岩
出
市

中
尾　

幸
子  
様  

愛
知
県
春
日
井
市

西
川　

貴
之  
様  
東
京
都
板
橋
区

今
井　

清
博  

様  
京
都
府
京
都
市

郷
司　

春
憲  

様  

大
阪
府
東
大
阪
市

下
野　

千
保  

様  

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

岡
本　

成
正  

様  

千
葉
県
八
千
代
市

鎗
水　

貴
史  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

浅
野　

弘
明  

様  

愛
知
県
知
多
市

粕
谷　
　

力  

様  

東
京
都
西
東
京
市

加
藤　

佑
介  

様  

愛
知
県
弥
富
市

野
村　

哲
也  

様  

東
京
都
文
京
区

福
岡　

義
輔  

様  

福
岡
県
古
賀
市

岡　
　

吉
穂  

様  

佐
賀
県
佐
賀
市

草
尾　
　

豊  

様  

茨
城
県
牛
久
市

奥
村　

剛
朗  

様  

大
阪
府
茨
木
市

高
山　

昌
久  

様  

三
重
県
四
日
市
市

佐
藤　

円
香  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

中
村
美
紀
子  

様  

東
京
都
中
野
区

櫻
井　

文
孝  

様  

千
葉
県
佐
倉
市

長
嶋　

茂
雄  

様  

千
葉
県
千
葉
市

今
野　

光
治  

様  

大
阪
府
堺
市

小
畑　

秋
夫  

様  

奈
良
県
天
理
市

千
原　

正
子  

様  

東
京
都
港
区

伊
藤　
　

進  

様  

愛
知
県
津
島
市

石
川　

廣
行  

様  

東
京
都
板
橋
区

市
村　

賢
司  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

奧
村
雄
一
郎  

様  

兵
庫
県
西
宮
市

藤
井　

浩
治  

様  

広
島
県
福
山
市

窪
田　
　

明  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

青
山　

真
依  

様  

東
京
都
杉
並
区

川
村　

厚
代  
様  

千
葉
県
松
戸
市

松
井　
　

隆  
様  
埼
玉
県
和
光
市

小
坂　

大
地  

様  
静
岡
県
裾
野
市

中
村　

澄
志  

様  

京
都
府
京
都
市

中
村　

和
博  

様  

宮
崎
県
都
城
市

河
島　

正
行  

様  

兵
庫
県
尼
崎
市

吉
田　

次
男  

様  

茨
城
県
つ
く
ば
市

庄
司　

友
彦  

様  

福
岡
県
福
岡
市

市
田　

優
子  

様  

北
海
道
札
幌
市

杉
本　

聡
太  

様  

愛
知
県
豊
田
市

東　
　

重
利  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

東　
　

陽
一  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

近
藤　

弘
司  

様  

東
京
都
杉
並
区

田
中　

真
文  

様  

東
京
都
板
橋
区

田
中　
　

誠  

様  

神
奈
川
県
横
須
賀
市

石
橋　

清
人  

様  

宮
城
県
仙
台
市

渡
辺　

克
司  

様  

宮
城
県
石
巻
市

大
田
黒
澄
子  

様  

大
阪
府
大
阪
市

山
本　

祐
史  

様  

千
葉
県
木
更
津
市

麻
生　

芳
彦  

様  

東
京
都
港
区

向
田　

雅
人  

様  

東
京
都
三
鷹
市

立
道　

新
次  

様  

山
口
県
下
関
市

松
行　

健
一  

様  

東
京
都
武
蔵
野
市

福
田　
　

元  

様  

東
京
都
葛
飾
区

木
村　

武
之  

様  

大
阪
府
大
阪
市

酒
井　
　

篤  

様  

佐
賀
県
唐
津
市

長
田　

和
夫  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

伏
木　

徳
昭  

様  

栃
木
県
野
木
町

岡
﨑　

邦
幸  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

宇
野　

弘
樹  

様  

大
阪
府
大
阪
市

宮
井　

英
男  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

山
下　

栄
次  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

上
田　

雄
介  

様  

東
京
都
新
宿
区

甲
斐　

顕
一  

様  

福
岡
県
福
岡
市

西
尾　

浩
二  

様  

静
岡
県
静
岡
市

藤
牧　
　

朗  

様  

東
京
都
豊
島
区

笠　
　
　

浩  

様  

大
分
県
杵
築
市

北
里　

貞
治  

様  

愛
知
県
岡
崎
市

熊
本　

昌
也  

様  

愛
知
県
豊
橋
市

臼
杵　
　

肇  

様  

東
京
都
品
川
区

池
光　

忠
信  

様  

大
阪
府
大
阪
市

近
藤　

眞
弓  

様  

兵
庫
県
神
戸
市

木
内
信
太
郎  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

平
田　

勝
一  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

久
保　

康
彦  

様  

奈
良
県
奈
良
市

石
原　
　

登  

様  

神
奈
川
県
藤
沢
市

梅
田
美
智
子  

様  

大
阪
府
大
阪
市

村
上　

泰
志  

様  

東
京
都
調
布
市

長
谷
川
美
鈴  

様  

東
京
都
稲
城
市

松
元　

淳
一  

様  

神
奈
川
県
開
成
町

畑
中　
　

徹  

様  

千
葉
県
柏
市

工
藤　

啓
介  

様  

東
京
都
大
田
区

谷
口　

貴
之  

様  

兵
庫
県
伊
丹
市

高
橋　

一
郎  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

藤
田　

和
道  

様  

栃
木
県
日
光
市

石
原　

慎
也  

様  

京
都
府
京
都
市

新
明　

洋
平  

様  

石
川
県
金
沢
市

鈴
木　
　

肇  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

小
幡　

静
夫  

様  

東
京
都
江
東
区

長
谷
川
豊
蔵  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

小
林　

範
子  

様  

静
岡
県
三
島
市

奥
田　

茂
展  

様  

広
島
県
広
島
市

紺
野　
　

弘  

様  

北
海
道
札
幌
市

加
藤　
　

稔  

様  

東
京
都
足
立
区

西
村　

通
豊  

様  

兵
庫
県
尼
崎
市

香
川　

泰
生  

様  

岐
阜
県
各
務
原
市

八
木　
　

清  

様  

兵
庫
県
た
つ
の
市

横
山
新
一
郎  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

小
谷　

精
二  

様  

京
都
府
京
都
市

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

じ
ゅ
う
ご
や

じ
ゅ
う
ご
や

し
ず
し
ず

よ
る
よ
る

よ
う
い

よ
う
い

つ
き
み

つ
き
み

す
う
ふ
ん
ご

す
う
ふ
ん
ご

あ
つ
あ
つ

だ
い
な

だ
い
な

すす

み
～
み
～

う
る
さ
く
な
った
ﾗ
ﾖ

う
る
さ
く
な
った
ﾗ
ﾖ

お
い
で

お
い
で

お
い
で

お
い
で

お
だ
ん
ご
も

た
く
さ
ん
用
意

し
て
い
る
ん
ラ
ヨ

お
だ
ん
ご
も

た
く
さ
ん
用
意

し
て
い
る
ん
ラ
ヨ

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

お
月
見
す
る
ん
ラ
ヨ

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

お
月
見
す
る
ん
ラ
ヨ

集
ま
り
過
ぎ
て

台
無
し
ラ
ヨ

…

集
ま
り
過
ぎ
て

台
無
し
ラ
ヨ

…

……

き
ょ
う
は

十
五
夜
！

静
か
な
夜
ラ
ヨ

き
ょ
う
は

十
五
夜
！

静
か
な
夜
ラ
ヨ

数
分
後

―

数
分
後

―

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

【
編
集
後
記
】

　

今
年
の
「
十
五
夜
」
は
９
月

15
日
で
す
。
お
団
子
な
ど
を
お

供
え
す
る
所
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
お
供
え
す
る
お
団
子
は
収

穫
へ
の
感
謝
と
健
康
、
幸
福
を

表
し
て
い
る
そ
う
で
、
お
供
え
し

た
後
の
お
団
子
を
食
べ
る
こ
と

で
健
康
や
幸
福
が
も
た
ら
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
９

月
15
日
は
、
月
を
見
な
が
ら
食

事
を
す
る
な
ど
、
月
を
観
賞
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。（
Ｃ
）
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9/
12月

13 火

14 水
高齢者ミニデイサービス　13：30～　瓜上公民館
第３回文化財研修会　13：00～受付　13：30開会
きよら元気クラブ　9：30～11：30　満願寺公民館

15 木
1歳6ヶ月児健診　13：00～13：15受付　おぐに老健
　　　　　　　　　　　※駐車場は小国公立病院
心配ごと・行政相談　10：00～12：00　りんどう荘

16 金 さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

17 土

18 日 熊野座神社大祭　9：00～　熊野座神社境内

19 月 敬老の日

20 火 １歳児健診　13：00～13：15受付　管理センター
吉原神社大祭　17：00～　吉原神社境内

21 水 秋の全国交通運動（～30日）

22 木
秋分の日

認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

23 金

24 土 市原保育園運動会　8：45～

25 日 晴ればれりんどうボランティアの日  8：30～11：00

26 月

27 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

28 水 きよら元気クラブ   9：30～11：30   元気プラザ中原
　　　　　　　　 13：30～15：30   管理センター

29 木 定期法律相談　13：30～　役場議長室

30 金
交通事故死ゼロを目指す日
国民健康保険税　第４期　納期限
固定資産税　第２期　納期限

10/
1土 黒川温泉感謝祭　15：00～バザー開始　黒川温泉

2 日 黒川温泉感謝祭　大名行列　黒川温泉

3 月 高齢者ミニデイサービス　9：30～　湯田公民館

4 火

5 水

6 木 乳児健診　13：00～13：30受付　おぐに老健
　　　　　　　　　　　※駐車場は小国公立病院

7 金
高齢者ミニデイサービス　9：30～　上中原公民館
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

8 土

9 日

10 月 体育の日

11 火

12 水 きよら元気クラブ   9：30～11：30   満願寺公民館

13 木 認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

7
／
13
生　

河
津　

一い
ち
か花

ち
ゃ
ん

　
（
父
）丈
太･

（
母
）美
奈
子　

中
湯
田

8
／
3
生　

下
城　

桔き
ひ
ろ優

く
ん

　
（
父
）亮
輔･

（
母
）稚
菜　
　

落　

見

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

7
／
29　

日
隈　

幸
治（
84
）脇　

戸

7
／
30　

北
里　
順
也（
37
）杉
田
下

7
／
31　

下
城　
將
美（
74
）黒　

川

8
／
7　

北
里　
智
治（
86
）黒　

川

8
／
15　

鞭
馬
キ
ヌ
エ（
92
）和
田
下

8
／
16　

佐
藤　
辰
己（
64
）田
ノ
原

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（7月31日現在）

世帯数　1,756世
帯

（－４）
　男　　1,974人

（－８）
　女　　2,231人

（＋１）
　計　　4,205人

（－７）
※（ ）は前月比

９月・10月平成28年
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